
小説の余談

『ラ ・ コノレ モンマノレトノレ時代の話』に含まれる芸術キャバレ

「シャ ・ ノワ ーノレJ の小話を巡ってー

岡本夢子

レオン ・ リオトール （Leon Riotor, 1865-1946）は、生前詩集や小説の出版だ
、

けで、な

くジャーナリストとしても活躍した人物で、あったにもかかわらず、 今自完全に忘れ去

られた作家であると断言しても良いであろう I）。彼の小説作品の一つである『ラ ・ コ

ノレモンマルトノレ日新勺の話J (1926) 2）も、 文学作品としては言判龍されていなし 1。しか

しタイトノレが示すようにそンマノレトルに住む芸術家とそのミューズで、ある踊り子の

物語である本作は、モンマノレトノレについての詳細な記述が含まれるため、 開地で活躍

したどエロの画家ウィレット （Adolphe Willetteラ 1857 四1926）の研究の中で歴史的資料

として見直されたことがある 3）。 本作の鞘教は、 フィクションの中に作者本人の友人

関係などについての逸話が散りばめられていることである。小説の余談ともいえるこ

れらの逸話は芸術キャバレー「シャ ・ ノワ ーノレJ ( Le Chat Noir）に関するものが中心

となっているように思われる。そこで、 本論文では rラ ・ コノレ』が内包する余談の要

素に焦点を当て、他の「シャ ・ ノワ ーノレJに関する資料と照らし合わせ、 なぜ小説に

余談が組み込まれたのかという点について考察を試みる。

1. fラ a ごJ Jレ モンマルトル時代の堀部

芸術キャバレー「シャ ・ ノワ ーノレjは今日パリを訪れた際、誰もが一度はその黒猫

のポスタ ーを自にする、 ベノレ ・ エポックを代表するシンボノレの一つで、あるO 1881年に

ロシュシュアーノレ通りに開店し、1885年にラウ
、
アル通り （今日のヴィクトール ・ マツ

セ通り）の豪箸な建物への移転を経て1897年に店主ロドルフ ・ サリス（Rodolphe Salis, 

1851-1897 ）の死をきっかけに閉店するまで、の問、 文士、 画家、膏楽家たちが集まる場

所として有名で、あったO ただしこうしたボ
、

ヘミアンと形容される無名の芸術家たちは

ただ集まっていただけではない。彼らがサリスの求めに応じて店内で作品を披露し、

またキャバレーが発行する週刊誌に作品を掲載したことが、 一般客の注目を集めたこ

とが成功の端緒で、あったO 初代編集長エミール ・ グドー （Emile Goudeau
ラ
1849 四1906)
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が「造形芸術の本場で、あるモンマノレトノレに、絵画の翠域に、詩と音楽というこつの芸
術が侵入したのである 4）。 J と証言している通り、 「シャ ・ ノワ ーノレJ はそれまでセ
ーヌ J 11左岸を拠点としていた文士たちの右岸への進出を促したが、 リオトーノレもその

一人で、あった。

Ce社e meme annee, en septembre 1883, se fonda Sぽ la rive gauche un pet江cenacle qui 
s’intitula Nous Autres. Il comprenait Georges Auriol, Leon Riotor, [ ... ]..Ce社e a加iable
compagnie ne resis匂que悦s peu aux charmes de la Bu柱e. George Auriol qui, dとs le debut, 
ぬit un assidu du Chat削Noir.，脳t p紅 y en回.mer tous ses amis5\ 

リオトーノレが週刊誌「シャ ・ ノワ ーノレjに作品を提｛共したのは二度に留まっているの

が、同誌の報じるところによればリオトールはキャバレーで、催された文学集会に頻繁
に参加している。

リオトーノレの文筆家としてのキャリアの中盤に出版された『ラ ・ コノレ』はモンマノレ
トルの彫刻家ファヴォラスを主人公に据えた小説である。 ファヴォラスは浮かれ女の
生活を送る踊り子マノレグリットと一緒に暮らしている。自由恋愛や同棲（vivre a la colle) 
がまだ伝統的な女敵国のシステムからすると問題視された時代、 マルグリットはファヴ
ォラスの親には受け入れられず、他の女性との結婚の準備を進める恋人に悩まされる。
ファヴォラスにとって、 マノレグリットは煩わしいけれど厄介払いもできない面倒な人

(une colle）でもある。 しかし小説の終わりにマルグリットが死ぬと、 ファヴォラス
は彼女が実は自分の作品に霊感を与えるミューズで、あったことを理解し、 芸術家とし
ての終駕を悟るのである。 小説はファヴォラスを訪ねた医師の《Encore un de血

え

rongιdevore par la colle ！η〉〉というセリフとともに終わる。 シャンソン歌手アリスティ
ド ・ ブリュアン （必治討缶詰m如t, 1851」925）とレオン ・ ド・ベノレシー （Leon de Berey, 

1857-1915）が編纂した『20世紀隠語辞典』にはf内縁関係J (concubinage）の欄で
この語が扱われており 8）、 当時のモンマノレトルで使われたスラングで、あったことが窺
える。 小説の題名『ラ ・ コノレ』 <La Colle） は内縁関係と面倒な人の二つの意味が掛
けられているのである。

「『風俗小説J はある社会の様々な生き様とその時代の人々を復元することを自指
す 9

)Jという定義にしたがって、『ラ ・ コノレJは当時流行した風俗小説（roman de m田町s)
に分類される。 1880年代以降更に地域を限定した「パリ風俗小説J (roman de mreurs 

parisiennes）と呼ばれる小説が流行する 10）。 『ラ ・ コノレ』は風俗小説と銘打たれてい
ないものの、副題に『モンマルトル日寺代の物語』 (recit du temps du Mon加artre）とし、
う局地的な限定を設けている点からして「パリ風俗小説」として考えられるべきで、あ

る。 モンマノレトルの芸術家とそのミューズという主題は決して珍しいもので、はない。
この小説のき強制な部分はむしろ、 モンマルトルという地域の限定でなく、副題であ
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る 「モンマルトノレE新t」というB寺代設定にある。 「モンマノレトノレ時代」とは作家の若
年期を指すと考えられる。 というのも、作品の中で樹毒の登場人物 であるファヴォラ

スやマノレグリットは、 作者自身が体験したそンマノレトル時代、 つまり1883年頃のそ
ンマノレトルに暮らし、 「シャ ・ ノワーノレjをモデルにしたキャバレーを訪れるからで、

ある。

2. 『ラ・:JJ凶におけるモデル小説的要素
物語の中で、キャバレーは fシャ ・ ノワーノレjではなく、 fワラジムシj (Cloporte) 

の名前 で登場する。 更にキャバレーの店主の名は、 実際にはロドノレフ ・ サリスだが、
クロドミーノレ ・ ボルタス（Clodom主Portas）の名前に変えられている。

モデ
、
ノレ解明の鍵となるのは、まずキャバレーの所在地で、あるロシュシュアール通り

である。

II [=Po均s] avait ins組出son deb託boulevard Rochechouart non loin de feu la Grande 
Pinte, et se sen包nt incapable d’edifier主lui seul un commerce profitable, d ’a迎eぽs loquace, 
grandiloquent et sot,ゐns une p訂esse invincible，註appelait a son aide d’anciens 
camarades合6les 加 co世s de sa boheme pitoyable. La plupart le tenaient pour un pi，位e
esprit S紅lS臨lent,mais 1’appat des bocks et du couvert gratis les allecha11). 

ただし通りの名前だけでは 「ワラジムシJが 「シャ ・ ノワーノレj であるとは断定 でき
ない。 というのも、 ロシュシュアール通りには1885年の 「シャ ・ ノワーノレjの移転
後アリスティド ・ ブリュアンが詞地の店を改装して 「ミルリトンjという店を出すか
ら である。 「シャ ・ ノワーノレJの移転は、 店が人気になるとともに手狭になったから
で、前述の通り現ヴィクトール ・ マッセ通りの豪者な店舗に移ってからは芸術家によ
る出し物の幅も増えた。特にアンリ ・ リヴィエール（Henri Riviと:re,1864側1951)の考案
した色付き影絵裂が一世を風廃し、 それまで以上に大衆の関心を集め、モンマノレトル
の観光地化へと寄与したと言える。 キャバレーの移転によって出し物の中心がそれま
での芸術家たちの詩の朗読から影絵麟、つまり芝居へと移ったので、あるO fラ ・ コノけ
ではこの変化についても触れている。

II [=Portas］伽1sforma son cabaret mせる：teau de plein vent, que gョvissaient tour a tour 
chansom由民poとおs,peintres d ’ombres,re出hues d’une白sse de mauvaise biとre12)_

ロシュシュアーノレ通り、 芝居小農への変化、 影絵画家(pein悦d’ombres）、 これらの
共通項によって、ポノレタスが経営するキャバレー「ワラジムシjは「シャ ・ ノワーノレ」
を指していると推測することができる。
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作中には他に「シャ ・ ノワ ー ノレ」を支えた エミ ー ル ・グドー 、詩人ジュー ル ・ ジュ
イ（Jules Jouy, 1855 田1897） 、ユー モア作家アル フォ ン ス ・ アレ（Alphonse Allais, 

1854”1905）、歌手ポー ル ・ デノレメ（Paul Delmet, 1862-1904）、画家スタンラン（百1eophile
Steinlen, 1859-1923）などが実名で登場する。 た だし、サリスの弟はアンドレ ・ ボルタ
ス（Andre Portas） に、サリスの妻 はアンドレ ・ ポノレタス（組合ee Portas）と書 き換え
られている。 こ れは弟と妻の実名がガブリエノレ ・サリス（Gabriel Salis, Gabrielle Salis) 

という向音の名前であることに掛けられているだろう。

fシャ ・ ノワ ー ノレjの芸術家たち は時折小話を交えて簡略に小説内で紹介され、彼
らの相生は小説『ラ ・ コル』の本筋であるファヴォラスとマルグリットの物語には関
係しない。 唯一の例外は 画家ウィレット で、彼は物語の中心人物として登場し、ファ
ヴォラスと友’清を結んでいる。 リオト ー ルとウィレットの特別な友情を示す資料は見
つかっていないが、この例外的な扱いは小説の出版された1926年にウィレット が亡
く なっていることと関連しているであろう。

偽名で登場する人物たちと実名で登場する人物たちの差の意函を探る為に、まず使
われている偽名の性質を明らかにする。 すでに「ワラジムシJという暗く湿気の多い

とこ ろに住む虫の名前から明らかなように、名前の選択には軽蔑的な合意を読み取る
ことができる。サリスの名前、クロドミ ー ノレは、浮浪者を意味するdodoを思わせる。
このdodoというスラングはいつから用いられるようになったのか。 前述した 『 20世
紀隠語辞典』 には、ブリュアン品、うfシャ ・ ノワ ー ノレJ に関連が深い人物が編纂し
た ものであるが、dodoやclodomなというスラングは見当た らない。 しかし隠語につ
いての研究書の中でclochardの派生語にclodomir が挙げられている。

De ce 盟ot [ =clocheur] on va ensuite, par 仕oncation, tirer le mot cloche, designant a la fois 
m《加由化ile », m《clochard », et de fa9on plus説的:rale le mode de vie des clochards 
(etre a la cloche). Puis on va lui司outerune au仕e finale po田 en faire, avec le meme sens 
clodo, qui conn話回 d ’autres variantes souv倒 ephemとres, cloduque, clodomir, 

clodoche . .. 13). 

この引用で同時に挙げられている clodoche はジョノレジュ ・ クー ノレト リーヌ（Georges
Courteline, 1858-1929）の『 8 時47分の電車』 (Le 仰in de 8 h4え1888） で使われてお
り、少なくとも1888年にはclodocheとしづ言葉がスラングとして登場していた こと
がわかる。 このことから、 クロドミ ー ルの名前にリオト ー ル はclochardを念頭に置い
ていたと言えるのではないだろうか。

リオト ー ノレはクロドミ ー ノレと弟アンドレの不仲の詳細 1のや、キャバレ ーの経営に関
する小話を辛競な調子で物語に入れ込んでいる。 中で、 も スキャンダラス なのは、キャ

バレ ー に長く通った ジョル ジュ ・ オー リオル（George Auriol, 1863-1938，作中では
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弘治olへと名前を変えられている）がサヲスのゴーストライタ ーで、あったことの告発
である：

日［ロ玖niol] menait au meme訟rif une serie de fantaisies en vieux :fran9ais que Clodomir 
Po均s signait sans pudeur dans sonjoumal15). 

『ラ ・ コノレJに登場する実在した場所や人物の中で、モデノレ小説的に名前を変えら
れているのは「シャ ・ ノワ ーノレ」と店主サリスの後ろめたい事実に関与する人物たち
（サジスの家族、及びゴーストライタ ーで、あったことを暴露されているオーリオノレ）
に限られているということになる。 そして『ラ ・ コノけは物語の本筋である中心人物
についてはそデノレ小説で、はないが、一部においてそデ

、

ノレ小説の要素を含んでいるとい
うことになる。

モデノレノJ，説のコーパスは大量ながら研究されることが非常に稀である均。しかしそ
デ

、

ル小説はまさに芸術キャバレー「シャ ・ ノワ ーノレjの営業中および顎店後、多くの
人がその思い出を語った時代に流行したジャンルなので、あるO 更にそれはしばしば、
fラ ・ コノレJの様なf風俗小説j と混同された。

L’histoire du roman a cles en France reste a ecrire. Pour包nt, la France a elle aussi connu 
ゐns les担問es 1880同1920 un apogee de la production de roman a cles, lesquelsぬient
souvent identifies comme 《 roman contemporain » ou 《 roman de m田町3
contempora白es» et s’ attachaient en general a raconter les出usions perdues du 
protagonisteおns la vie 訂tistique d五社eraire1η．

確かに 19世紀末文 学の モ デ ル 小 説 の 流 行 の 中 に は 、 自己形成小 説 （ roman
d’ apprentissage）と呼ばれ、主人公が文学生活に幻滅する過程で、文士の友好関係を扱
ったものが多く見出せる。象徴主義文学運動の周辺を描いたもので例としてニ作品挙
げるとすれば、マラルメをモデルにした人物について書かれたカミ ーユ ・ モークレー

ノレ（Camille Mauclair, 1872-1945）のf死者たちの太陽』 (Soleil des A伽s, 1898）と当
時の文学サロンの沈滞を描いたジッド（AI対話Gide 1869-1951）の『バリュ ード』

(pa/udes, 1895）であろう。 ただしこうした文学グルーフ
。の小説（roman cenaculaire) 

は閉鎖的な社会グノレーフ
。

を扱っているだ
、

けに、大衆を読み手として想定しておらず、
モデルの正体を暴けるだけの周辺事情に通じた人たちの集団意識を強化するもので
あるとアントニー・ グリノエとヴァンサン ・ レズネーは指摘する。

Le roman a cles provoque aussi bien une ambivalence fictionnelle 中’ une ambivalence 
fonctionnelle : la fiction a cles exclut du cercle des凶ties tous ceux -- necessairement plus 
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nombreux 一 ψi ne sont pas en mesure de percer le secret des des ; mais dans le meme 

temps elle renforce l'e叩rit de corps de ceux qui savent18). 

『ラ ・ コノレ』が内包する文学および芸術生活の描写が文学グループ
。

の小説の効果を

持っかどうかは疑わしい。 というのも象徴主義の詩人たちが通ったとはいえfシャ ・

ノワ ーノレjは特定の文学流派への傾向性はなく、文学グループ
。

としては分類されない

からである。またさらに文学グルーフ
。

とは対照的に芸術キャバレー「シャ ・ ノワ ーノレ」

は 大衆に広く開かれた場で、あったO つまり 『ラ ・ コノレ』のモデ
、

ル小説的な要素を理解

できる読者は潜在的に文学グループの小説よりも多く、キャバレーの中心人物たちは

実名で登場していることもあってクロドミ ールのモデルは簡単に判別可能であるo

fラ ・ コノレJの宣伝に際して、雑誌『メルキュ ール ・ ド ・ フランス』は「シャ ・ ノワ
ーノレJを背景にしているとすでに明らかにしてしまっている。 よってグリノエとレズ

ネ ーの示す連携を強める効果は 『ラ ・ コノけには当てはまらない。 むしろ逆に読者数

が摂定される作家の自己形成小説という形を取らず、流行していた風俗小説の形を取

ったことも、大衆を読者に想定してのことではなし 1かと推澱できる。では『ラ ・ コノレ』

におけるモデ
、

ノレ小説の要素の意図はどこにあるのだ
、

ろうか。

3.芸術キャバレー fシャ ・ ノワールJの伝説の形成

小説の末尾に記された執筆期間を元にすれば 1883 年から 1896 年の間に書かれたこ

の作品を、なぜりオトールはキャバレーの閉店から 20 年以上経って出版したのだ
、

ろ

うか。上に述べたように画家ウィレットの死への追悼が一つの契機になったと考えら

れる。 しかしなぜすでに亡くなっている「シャ ・ ノワ ーノレj のサリスに対する批判や

サリスの搾取の告発をモデノレ小説のように語ったのか。

今日多くの人にとって芸術キャバレー「シャ ・ ノワ ールJは記憶の場所（lieu de 

memoire）である。 店の建物は現存しないが、芸術の聖域としてのモンマルトルある

いはベル ・ エポックのパリのイメージに少なからず貢献していると言えるだろう。 閉

店直後から、この伝説的なキャバレーの軌跡は繰り返し様々なエッセイストや歴史家

によって語られてきたO 日本でも菊盛英夫『文芸カフェ』（中央新書、1980 年）や鹿

島茂『モンマルトル嵐俗事典J（白水社、2009 年）などといったエッセイの中で「シ

ャ ・ ノワ ーノレjは特権的な地位を占めている。専門家でなくとも、「シャ ・ ノワ ーノレJ

に好奇心を抱く人々がまず参照するのがそーリス ・ ドネ（Maurice Donnay, 1859-1945) 

の 『シャ ・ ノワ ールのあたりで』 (Autour du Chat Noir, 1926）である。 定期的に再版

され、最近も 2017 年にグラッセ（Grasset）社から文庫版が出されたこの回想録は、

「シャ ・ ノワ ーノレ」の歴史の重要資料として常に引用されてきた。 しかし著者ドネ 自

身が研究対象になることはこれまでほとんどなかったと言えるO 今日でこそ忘れられ

ているものの、 ドネ は 1885 年の改装後の「シャ ・ ノワ ーノレj で詩人としてデ
、

ビュ ー
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し、劇作家として成功して1907年にアカデミ ー・フランセーズ会員に選ばれた人物
で、 あったD この異例の出世は「シャ ・ ノワールからフランス学士院へ （du Chat Noir a 

l'Institut) Jというキャッチフレーズを生み、彼の思い出話はしば しば雑誌や新開に連
載された。 ドネは『シャ ・ ノワ ーノレのあたりで』以外にもキャバレーで、 のデ

、
ピュ ーか

ら劇作家への転身を綴ったこ冊の回想録を出している 19）。読者の期待や出版社の要望
に応えてか、 自身は訪れていない最初の店舗のfシャ ・ ノワ ールjのことも追想し、

サリスとそのキャバレーの名の不朽化に尽力したと言える。

これま で挙げた人物たちの生没年を見れば分かる通り、 キャバレー創設時の常連の

大半が続く不規郎な生活が崇り世紀転換期を境に若死にしたが、 ドネはその後約半世
紀に渡って文筆家生活を続けたO ドネはサリスら と比べると年齢も若く、 リオト ーノレ
にとって「シャ ・ ノワ ーノレJが成功した後にやってきた出世激の強い若者たちの一 人

で、あったと考えられる。

Le cabaret de Clodomir Portas, desormais classe comme un tabernacle de veritable 
Hぽ:raおre,ne desemplissait pas. Le public s ’amusait d ’釦e accueilli par de grandiloquentes 
i司ures au tarif de柱。is企ancs le bock. Les 《 jeunes 》 S’insinuaient en nombre, avec le 
respect du succとs ou l'enせegent de l'arrivisme 20). 

1930年代以降「シャ ・ ノワ ーノレjの系譜と歴史が各紙で企画される。 中でも、1939

年『ク ーリエ・ デゼドーノレ』誌 (Le Courrier d'Epidaure） で6号に渡って連載された

「シャ ・ ノワ ーノレ時代にJ ( « Au temps du Chat Noir »）で、は多数の証言を元にキヤノ〈

レーの様々なエヒ
。
ソードが再考されている。 こうした雑誌の中では常に引用元が明ら

かにされているわけではない。 この傾向はガリマーノレ社から 1996年に出版されたア
ンソロジ－－－ f 1シャ ・ ノワ ーノレjの詩人たちJ <Les Poetes du Chat Nair， “ition d ’Andre 

Velter, Gall註1ard）の序文についても言うことができる。 つま り、20世紀を通してfシ
ャ ・ ノワ ーノレjの年代記は証言者の立場を検言すすることなしに編まれ、次第に典拠を

唆味にしてきたのである。逸話を寄せ集めて作られていくキャバレーの伝説化を前に、
閉店当時からfシャ・ ノワ ーノレJに通った詩人エドモン・ アロク ール（Eclrロond Haraucourt, 

1856-1941)は違和感を感じていたようである。

Qu'est 欄ce que c ’est encore司ue ce Chat Noir, dont on阿le dans les joumaux ? Quelque 

chose comme la Cour des Miracles ? C ’est du propre ! 21) 

『ラ ・ コノレ』はドネの最初の回想緑と間じ年に出版されている。 そして序文はま さ に
ドネに宛てられているのである。
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A Maurice Donnay 

En guise de preface et de declaration : a lire ... 

Cher ami, vous avez r己cemment ressuscite le Chat Noir et no柱。ancien Mon位ぽtre

五社eraire
ラ

tandis que J.-H. Rosny rappelait les aven加res de Salis et sa 柱。upe, et que 

Georges Auriol s ’essayait a bea組er le sire cabaretier. Chacun voit ce中’il voit, n ’est -ce 
p出7 22)

としているこの文章を鑑みるに、 『ラ ・ コノレJが内包する「シャ ・ ノワーノレ」の

逸話は単に風俗小説に真実味を与えるのではなく、同時に形成されつつあったキャバ

レーの伝説に一石を投じる意閣があったので、はなしゅ吃考えられる。

4.小説の余談と自己を語るエクリチュ…ル

『ラ ・ コノレ』を純粋なフィクションのパリ風俗小説から逸脱させているのは、作者

リオトーノレ自身の見た「シャ ・ ノワ ーノレJの実情の暴露の介在である。 当時の批評家

はファヴォラスとマノレグリットの物語以上にこれに着呂し、歴史的資料としての重要

性を評価したものが多い。

Salis, Bruant, Marcel Legay, Dehnet, Alphonse Allais, Andre Gill, que saisてje encore? 

toutes les figures qui ont江lustre ce milieu revivent必ns le pi社oresque roman de M. Riotor, 

qui a valeぽ de document23). 

Mon位1artre, le vrai, celui de W出ette et d’Emile Goudeau, d’Alphonse Allais et d’Aristide 

Bruant, de M紅ie Krysinska et de Rodolphe Salis, Mon知町田rentre品工is l 'histoire24). 

Ce roman sera consulte souvent par les historiens a venir25). 

しかしながら最後に挙げた 『ランテルヌ』誌の予言は実現しなかったと言っていい。

実際には 『ラ ・ コノけに収められた逸話は今日私たちが知っている f シャ ・ ノワ ーノレJ

の歴史に寄与することはなかったO 2007年に出版された「シャ ・ ノワ ーノレ」の資料を

総括した『モンマルトノレのキャバレー シャ ・ ノワ ール（1881-1897）』（M紅iel Oberthtir, 

Le cabaret du Chat Nair a肋ntmar的β881-189万，Sl州民 2007）の参考文献にすら『ラ ・

コノレ』は入っていない。

リオトーノレが 『ラ ・ コノレ』を通して、 当時進行中で、あった「シャ ・ ノワ ーノレjとそ

の店主サリスのイメ ージの美化に異議を唱えようとしたのだとすれば、その試みは失

敗に終わったと言える。原因は一つにそデノレ小説は登場人物についての清報を暴くと
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いう読者の興奮を想定している紛が、『ラ ・ コノレJの出版が「シャ ・ ノワーノレj閉店

後初年以ム経っており、 モデノレ小説的なアフ
。

ローチがもはやアクチュアリティを欠

いているため波紋を生まなかったということだろう。他方、逸話が小説に組み込まれ

ていることも問題である。 当時の批評家たちが「ワラジムシJが「シャ ・ ノワーノレJ

であることを見抜き、その資料的価値に注思したとしても、それは小説の中に埋没し

ており、タイトルから見抜けないため、後世の読み手が探し当てることは困難である。

なぜリオトーノレがこのような形で彼の主張を発表したのか。 さらにいえば、開Z寺代

人の観察したところによれば、回想緑は『ラ ・ コノレ』の出版された当時流行し、多く

の作家が実践したにもかかわらず、なぜリオトールはドネやアロクーノレのように呂想

録の形で発表しなかったのか。

Mais辻［=un besoin de verite] s’est as釦rement beaucoup developpe ces demieres 

annees. Le public actuel 路島le des memoires, et peu d’ecrivains echappent a la tenta柱。n

d’en ecrire2η． 

これには回想録というジャンノレの制約が関係していると考えられる。自伝が著者自

身の人生をあ題に据え主観的に進むのに対し、回想録は何らかの状況や歴史的変遷の

個人の記録である 28）。 しかし、ジョノレジュ ・ ギュスドルフの述べている通り、何かの

出来事を語る場合でも、回想緑を出版しうる人物は、出版社にとってその価値がある

重要な人物とみなされる必要があるだろう。

Le mouvement constitu訂des memoires est un mouvement cen位iおge; le sujet du recit 

se projette vers l'environnement；江se de制t lui-meme en termes o匂民地par ses 

app訂tenanc岱 ex回nsとques ：：白mille, paむie, pぽ長s, fonctions assumees qui conなibuenta 

a五gner autour de lui le panorama du monde. Son propos n'est pas de s'isoler du 詑steラ pour

陀：ve出ra soiラ oub五es les grands mouvemenぉdu monde. Il s’accepte もel qu'il est, S砿is se 

poser de弓uestions sur son ider説話；prend sa part du mouvement du 泊ondeラ auquel il 

contribue de son mieux ; il tient a honneur de revendiquer ses responsabilitesゐns la suiお

des e吋nements. Il prend la pose, sεmblable a ces po地割包de notables qui deco詑nt les 

lieux publics, presidents et maires, magistraぉラ eveques, 0伍ciers generaux, rev釘us de leur 

uniformeラ des insignes de leぽS 品ctions et des decorations que leぽ a valu leur devouement 

a la chose publique. L’加もeur de Memoires est par essence un Imoor匂nt qui tend a 

pe路開der les au回s de i’ importance du role Gザil a ioue eta s ’enpe悶ader l羽田mem♂1

ドネは人気の劇作家で、あっただ
、

けで、なくアカデミ ー・ フランセーズに選出され、読者

を得るだけの知名度があったO ゆえに回想録の出版が歓迎されたのではないだろうか。

151 



小説の余談 －『ラ ・ コルモンマルトル時代の話J に含まれる芸術キャバレ ー 「シャ ・ ノワ ールjの小話を巡って一

存命中に三冊も回想録を出版したことはこの仮定を裏付けるだろう。 また当時象徴主
義文学運動に参加した詩人たちの回想録も多く出版されたが、リオトールは文学小集

団の美学論争に与した作家で、はなかったO つまりリオトールは文学界で認知された作

家で、はなかったので、あるO 現段階では『ラ ・ コノレJの手稿など執筆状況を知らせる資

料は調査できておらず上に述べた小説末尾に記されている執筆期間に「シャ ・ ノワ ー

ノレJの逸話がすでに挿入されていたのかは定かではない。 しかしこうした回想録の出

版に当たっての社会的制限を踏まえると、リオトールが小説の中に組み込まざるを得
なかったと考えることも可能ではないだろうか。

小説『ラ ・コ ノレ』の中で、ファヴォラスとマルグリットの物語としづ主題に対し「シ
ャ ・ ノワ ーノレjに関わる部分は、 会話、スピーチ、発表、 小説の中で、 あ題から外れ
ているもの 3町、 つまり余談（digression）であると考えることができる。｛釘字学におけ

る余談の問題をここで扱うことはできないが、古代において聴衆の感情に訴えるとい
う効果が評価されていた 31）余談は、理性の時代で、あった17 ・ 18世紀に入ると、 主題
から逸脱するという点で疎むべきディスクールの欠陥で、あると捉えられた。19世紀に

入って知識を盛り込むためにバノレザ
、
ック（Honorede Balzac, 1799-1850）は批判されつ

つも敢えて余談を小説の中で、戦略的に使い、反小説（釦払roman）を実行した 32
)0 ヲ

オトーノレもモデノレ小説的逸話を加えることで通常物語という一義的な要素しか持た
なし 1小説に多義性を与えたと言える。 オー ド ・ デリュエノレは仮面を用いるギリシャ演
劇では、余談は演者が仮面を外し、観客に直接話しかけるとしづ演出で、あったという
33）。 これは伝説化していく「シャ ・ ノワ ーノレjの裏側を告発する意思を持つ『ラ ・ コ

ノレ』の余談が求める効果にまさに当て最まるのではないだろうか。 リオトールが大衆
に読まれるために作家の自己形成小説ではなく風俗小説を、さらに回想録作家として
の資格の欠如から風俗小説の余談に彼の知人たちの逸話を残したならば、『ラ ・コ ノレ』
の余談は、彼自身は登場しないものの 田想録同様、 自己を語るエクリチューノレで、あ
ると考えられる。

しかし確認しておかなければならないのは、作者であるリオトールの意見と主観性
が回想録でなく『ラ ・ コ ノレJという小説の中で、 物語の筋と関係なく発せられたこと

で、 ロラン ・バルトのいう「現実効果j (1’e民t de reel）に開化してしまっているとい
う点である。 コンテクストを理解しなければ『ラ ・ コ ノレ』の「シャ ・ ノワ ール」の逸
話は、バルザ

、
ックの小説で実在した場所が出てくるように、 ファヴォラスとマルグリ

ットがモンマノレトノレのどこかに実在するような感覚を作り出す風俗小説のレアリス

ムの装置としての役割を担っているにすぎなくなる。 なぜなら余談といっても『ラ ・

コ ノレ』の余談は物語の本筋とモンマルトノレという共通項があるため、 ヒ。
エーノレ ・バイ

ヤールが以下に仮定するほどの不調和を生み出すには至っていなし 1からである。

Sije suis en出血de parler de Proust et que je me meお tout a coup a evoquer Othello, le 
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leeおur est en droit de se demander quels liens entretient ce nouveau developpement avec 
ce qui precede，る：ventuellement avec ce qui suit34). 

よってキャバレーの逸話は、 小説の序文でリオトーノレに引き合いに出された作家たち

と当時の fシャ ・ ノワ ールJのイメ ージ形成の事情を辿ること無しには、 背景へと吸
収され、 フロ ーベーノレが『純な心』 («Un c田ur simple», 1877）で、描いたオーバン夫

人の部屋の内装同様、 小説の内容とは直接関係がないが 「現実効果jを与える、 無駄
な細部（des dぬils«血utiles» 35) ）になってしまうのである。 結局リオトーノレが rラ ・

コ ノレ』で実践した自己に纏わる語りは 「シャ ・ ノワ ーノレjの伝説に寄与することはな
かった。

5.結

晃てきたように『ラ ・ コ ノレモンマノレトル時代の話』を分類するには困難が伴う。

この作品は単なるパリ風俗小説ではない。回想録でもない。 『失われた時を求めて』
(Marcel Proust, A la recherche du temps perdu, 1913-1927）のように自己形成小説の中の

自伝的フィクション（fiction autobiographique）でもない。モデル小説と認識で、きるの

は余談の部分のみである。
今西は余談の主題で、ある芸術キャバレー fシャ ・ ノワ ーノレjの 「記憶の場所Jとし

てのイメ ージの生成過程と照らし合せ、 コ ンテクストに即してこの小説を読解するこ
とで、 余談が主張しうるものを演縛することができた。 レオン ・ リオトーノレが余談の
形を選んだのは、回想録というジャンノレが作者に資格を問うものであることが関係す

る可能性を示唆した。結局のところ、『ラ ・ コ ノレ』の余談が コ ンテクスト無しには「現
実効果jに吸収されてしまうことは、 自己を語るエクリチュールとしての弱さを示し
ていると共に、 「シャ ・ ノワ ールjのイメ ージを形成する文学作品群を扱う上で、回
想録の影響力の甚大さを物語っていると言えるだろう。

今後『ラ ・ コ ノけが文学作品として3判面されることは想像し難い。ただ『ラ ・ コ ノレ』
は自伝的フィクションの形を取らなかったとしても、 ジャーナリスムの発展と並行し
て膨らんだ、単なる風俗小説を超えた、読者の他人の人生への好奇心を満足させるfゴ
シッフ

。
文学j (la litterature a po白百36) ）の一端を担っていることは確かであり、 プルー

スト（Marcel Proust, 187ト1922）やコ レット（Colle投e, 1873-1954）が成功例であるとす

れば、 その自己を語るエクリチュールの揺れは当時の小説家の戦略的主題 選択の、 失

敗例として取り上げることができるのではないだろうか。

注
1) 5本でリオトーノレが言及されたのは『カリカチュアで、読む19世紀末人物事典』
（鹿島茂 ・ 倉方健作共著、 白水社、 2013年）で紹介されているのみである。
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3) LaurentB塩l ，《 L'« Annee du chah抵抗les deux Vachalcades de 1896 et 1897 », Societes 

&Rψresentα tions
ラ
2009, n°27, pp.167開191.

4 ) Emile Goudeau, Dix ans de boheme, La Librairie illustree, 1888, reed. Champ Vallon, 
Paris, 2000 (preface et appareil de notes de Michel Goller et Jean-Didier Wagneur), p. 258. 
5) AndrとBarre, Le Symbolisme : Essai histo;吋que sur le Mouvement poetique en F1γancede 

1885 a 1900, Paris, Jouve et C汽1912
ラ
p.74.

6）《Smarra», Le Chat Nair, n°88, le 15 septembre 1883 ; « La chemise sale », Le Chat Nair, 

n°119, le 19 avril 1884. 
7) Leon Riotor, ap.cit., p.254. 
8 ) Aristide Bruant et Leon de Bercy
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Flammarion, 1901, p.120. 
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Jozeラ Lα Femmeapα'Ssians，γomande maeurs pαγisiennes, M Rom笠ラ 1902.
1 1) Leon Riotor, ap.cit., p.63. 
1 2〕Ibid,p.66.

1 3 ) Louis-Jean Calvet, 《 In仕oduction», L'Argat, Presses Universitaires de France, 
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ラ
2007
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p.19.

1 4) 実際、ガブリエル ・ サリスは兄に呼ばれてパリに上京したものの、間も無く
仲違いし、1889年に「赤ロノ勺 (Ane Rouge）とし、うキャバレーを開店させている。
同名の遊具との関係はわかっていないが、この名前は動物と色としづ組み合わせから
「シャ ・ ノワ ーノレ j を意識したものであるとともに、画家ウィレットがロドルフ ・ サ
リスにつけたあだ名であると言われている。 『ラ ・ コノレ』の中では「コガネムシj

(Hanneton）と名前を変えてこの逸話が紹介されている。
1 5) Leon Riotor, ap.cit., p.144. 
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1 9 ) Voir : Maurice Donnay, Des souvenirs, Librairie Arthとme Fayard, 1933 et Mes debuts a 
Paris,Liちrairie Arthとme Fayardラ 1937.

2 0) Leon Riotorラ op.cにpp. 234盟235.
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